
江崎古墳

指定区分 県指定史跡

読みかた えざきこふん

所在地 総社市上林

指定年月日 昭和61年4月4日

解説

6世紀後半に築造された全長約45mの前
方後円墳。後円部のほぼ中央部に巨大な
花崗岩を積み上げて築いた全長14mの横
穴式石室が設けられており、玄室にはこう
もり塚古墳と同じ貝殻石灰岩（浪形石）をく
り抜いた家形石棺がある。この家形石棺
内には攪乱された状態で人骨二体分と金
環一対、ガラス小玉約110個が残ってい
た。

アクセス方法 ＪＲ総社駅から車10分

公開状況 自由

設備

風土記の丘駐車場利用可能駐車場

備考



していくぶん
（指定区分）

県指定史跡

ぶんかざいめい
（文化財名）

江崎古墳

よみかた えざきこふん

しょざいち
（所在地）

総社市上林

していしたひ
（指定した日）

昭和61年4月4日

せつめい

6世紀（せいき）後半（こうはん）につくられ
た前方後円墳（ぜんぽうこうえんふん）で
す。この時代（じだい）は前方後円墳がつく
られた時代でも終わりごろと考えられてい
ます。長さはおよそ45メートルです。巨大
（きょだい）な花崗岩（かこうがん）をつみあ
げてできた長さ14メートルの石室（せきし
つ）があります。

きっずページ


